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　英米刑法における主観的要素の問題として，殺人罪
構造における推定的故意の理論を解消することは，英
米両国における積年の課題であった。英国はすでに19
57年の殺人法によってこの問題を現実に解消したが，
なお，従来がらの個有の殺人罪形態を温存させた為
に，主観的要素を統一するという役割は果せなかった
（この点については，拙稿，短大紀要4号40頁以下参
照）
　わが国においては，伝統的刑法の理論から，激情殺
人の如きは，殺人罪ではなく傷害致死罪である。この
点について，検察当局には不満の声があり，これらを
含めた広い殺人罪構造を肯定する英米刑法を継受する
ことが要請されるにいたり，これが最近のわが国刑法
改正の過程の中での一つの問題点ともなっている。こ
のようなわが国における問題意識を背景として，米国
における刑法改正の傾向はどう動いたかをここに考察
しようとするものである。
　前記の如く，英国は，推定的故意の理論は解消した
が，なお，重大な身体傷害の意図にもとつく致死の結
果を殺人罪としておくという問題を解消させることは
しなかった。米国においては，この英国の傾向とは多
少異なって，現在，多数の州は，殺人罪におけるマー
ダーを1級2級とするデグリー化し，その中に推定的
故意の理論を種類を限定して環元させるという形をと
っているが，しかし，推定的故意の理論と重大な身体
傷害に基づく致死の結果とを殺人の故意と同視する点
において変りはないのである。
　しかしながら，模範刑法典の作成構想においては，
一方において主観的要素を統一化する傾向を表明し，
そこからも当然に殺人罪を体系づけ統一化しなければ
やまない運命にある。
　そこから模範刑法典第210章§210．1§210．2において
は，殺人罪の構造を体系づけ，従来のマーダーのデグ
リー化を解消して，殺人の意図と極度のrecklessと
を現実の殺人の故意として把握する構想を打ち出して
いるのである。そして現在デグリーの中に環元されて
いる推定的故意（とくに米国にあっては，重罪遂行過
程における致死の結果を殺人とするフエロニー・－r一
ダー）の形式は一応解消されるという方法をとり，そ
の代りに，かかる際における致死の結果は，極度の
recklessに起因するものと推定すると規定している。
これによって，訴訟上，極度のrecklessに起因するも
のではなかったということの提証の機会が与えられる
ことになるが，ある意味では，このような限度でやは
り推定的故意の理論を温存させていることにもなるで
あろう。その限りでは，英国殺人法の結論とも異なる
し，また英国同様にフエロニー・マーダールールを廃
止したオハイオ州刑法とも異なった構想を示している
ことに注目しなければならないのである。なお，今後
の動きに注目したい。
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